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B O O K
R C  W A L L / F L O O R
Ｋ Ｉ Ｔ 卒 業 生 が 積 み 重 ね て き た

揺 る ぎ な い 伝 統 と 研 究 の 蓄 積 を

表 現 し て い る 。

キ ャ ン パ ス の 共 通 ア イ テ ム で あ る

ス ク ラ ッ チ タ イ ル で 覆 わ れ る 。
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上 部 屋 根

会 議 や 相 談 と い っ た プ ラ イ ベ ー ト な ミ ー テ ィ ン グ

に 対 応 す る 。

白 川 砂 の 敷 か れ た 禅 的 な 空 間 。

動 の 庭 と 対 照 的 に 、 思 索 を 誘 発 す る 。

東 側 壁 面 は 書 棚 （ 資 料 棚 ） で 構 成 さ れ る 。

に 対 応 す る 交 流 の 場 で あ る 。

同 窓 生 の 交 流 な ど の 多 様 な ア ク テ ィ ヴ ィ テ ヴ ィ

熊 笹 を 蜜 植 さ せ た こ の 庭 は 、 パ ヴ ィ リ オ ン が

船 出 す る 「 真 理 の 海 」 を イ メ ー ジ さ せ る 。

緩 や か な 勾 配 の ス ロ ー プ は

身 体 間 隔 を 覚 醒 さ せ る 。

ハ ン デ ィ キ ャ ッ パ ー に も 対 応 す る 。

サ ロ ン

静 の 庭

ラ イ ブ ラ リ ー

エ ン ト ラ ン ス

同 窓 生 の 活 動 を ヴ ィ ジ ュ ア ル に 投 影 す る

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ウ ォ ー ル を 持 つ 。

広 場 か ら の 高 い 視 認 性 が 確 保 さ れ て い る 。

動 の 庭

ス ロ ー プ
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既 存 広 場 を 拡 張 し 、 豊 か な 外 部 空 間 を 創 出 す る 。

W I N D

緩 や か に 変 化 す る 断 面 形 状

＜ 東 立 面 図 　 1: 200＞

＜ 西 立 面 図 　 1: 200＞ ＜ 断 面 図 　 1: 200＞

＜ 平 面 図 　 1: 100＞

＜ 屋 根 伏 図 　 1: 200＞

＜ 配 置 図 　 1: 200＞

こ の 建 築 は 次 の 三 つ の テ ー マ の も と に 構 成 さ れ る 。

　 科 学 と 芸 術 、 右 脳 と 左 脳 、 理 論 と 実 践 と い っ た 、 二 つ の 概 念

を 融 合 す る 領 域 に 、 本 学 の 特 性 が あ る 。 そ の 二 つ の 世 界 の 融 合

混 構 造 を 提 案 す る 。 連 綿 と 続 く 本 学 の 伝 統 や 智 の 集 積 を 大 地 に

根 差 し た 力 強 い RCの 構 造 体 で 表 現 し 、 未 来 に 飛 翔 す る ク リ エ イ

　 身 体 と 精 神 の 双 方 が 融 合 す る こ と で 、 新 た な 智 の 世 界 が 開 か

れ る も の と 考 え 、 そ の 二 つ の 世 界 の 関 係 性 を 、 性 格 の 異 な る 庭

に よ っ て 表 現 す る 。 風 に 揺 れ る 熊 笹 が 密 植 さ れ る 「 動 の 庭 」 は

ス ロ ー プ を 伴 う ア プ ロ ー チ 空 間 を 構 成 し 、 そ こ を 歩 く 人 の 身 体

性 を 刺 激 す る 。 一 方 、 日 の 光 を 柔 ら か く 反 射 す る 白 川 砂 が 敷 か

れ た 「 静 の 庭 」 は 、 奥 ま っ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 打 合 せ や 会 議 等

の ア ク テ ィ ヴ ィ テ ィ を サ ポ ー ト す る 。 こ れ ら の 外 部 空 間 が 内 部

と 一 体 と な っ て 機 能 す る こ と で 、 こ の 建 築 は ラ ン ド ス ケ ー プ と

　 内 部 空 間 は 断 面 形 状 が 変 化 す る ワ ン ル ー ム 空 間 で あ る 。 可 能

な 限 り 自 然 通 風 を 行 う た め に 、 RCと 木 の 二 種 類 の 構 造 体 の 間 に

通 風 口 を 設 け る 。 開 放 的 な 構 成 を と り つ つ プ ラ イ バ シ ー の 要 求

さ れ る 会 合 に も 対 応 す る た め に 、 １ ２ 人 程 度 の サ ロ ン （ 会 議 室 ）

を 設 け て い る 。 斜 め に 走 る 屋 根 の 稜 線 （ 棟 ） を 内 部 空 間 に も 現

す こ と で 徐 々 に 天 井 形 状 と 高 さ を 変 化 さ せ 、 単 一 空 間 で あ り な

敷 地 内 建 物 合 計 容 積 対 象 床 面 積 ： 容 積 率 ：５ ６ ． １ ４ ％ ＜ ８ ０ ％ 建 蔽 率 ： ３ ７ ． ７ ９ ％ ＜ ５ ０ ％

１ ８ ． ６ ４ ㎡面 積 表 サ ロ ン ： 事 務 室 ： ３ ． ９ ５ ㎡

「 智 の 方 舟 」 と し て 具 現 化 さ れ る 。

が ら 変 化 に 富 ん だ 多 様 な 空 間 を 創 出 す る 。

W O O D  R O O F / W A L L

R C  W A L L / F L O O R

Ｂ Ｒ Ｅ Ｅ Ｚ Ｅ 　 Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ

重 力 換 気 を 促 進 す る 開 口 部 配 置

に よ り 、 自 然 通 風 を 獲 得 す る 。

W I N D

Ｋ Ｉ Ｔ 倶 楽 部 と 呼 応 す る 切 妻 屋 根

「 松 ヶ 崎 Ｋ Ｉ Ｔ 会 館 」 に 一 体 感 を 創 出 す る 。

融 合 さ れ 、 こ の 場 所 に 根 付 い た も の と な る 。

を 表 す も の と し て 、 RC構 造 の 壁 ／ 床 と 木 構 造 の 屋 根 ／ 壁 に よ る

桜
積 み 重 ね る 年 月 を 感 じ さ せ る 樹 木 と し て

桜 を 植 樹 す る 。

イ テ ィ ヴ で 軽 や か な イ メ ー ジ を 、 木 格 子 と 構 造 用 合 板 を 一 体 化

し た シ ャ ー プ な 木 構 造 パ ネ ル で 表 現 す る 。

■ 相 互 に 補 完 し あ う 対 概 念 と し て の 二 つ の 庭

■ サ ス テ ィ ナ ビ リ テ ィ に 配 慮 し た 開 放 性 の 高 い 空 間 構 成

■ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト と 木 に よ る 混 構 造

□  京 都 工 芸 繊 維 大 学 の 教 育 ・ 研 究 理 念 の 具 現 化

□  新 た な 智 の 世 界 を 育 む 刺 激 的 な 場 所 の 創 出

□  次 代 を 担 う 京 都 工 芸 繊 維 大 学 の 新 し い イ メ ー ジ の 構 築

上 記 の 各 テ ー マ は 、 本 計 画 案 に お い て 下 記 の 建 築 的 操 作 に よ り

上 部 屋 根
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木 製 格 子 組 と 構 造 用 合 板 に

よ る サ ン ド イ ッ チ パ ネ ル が

屋 根 か ら 壁 に 連 続 す る 。

在 来 の 木 造 と は 異 な る 形 式

で あ る 。

次 代 を 創 る Ｋ Ｉ Ｔ 卒 業 生 の

し な や か で 柔 ら か な 感 性 を

表 現 し て い る 。

W O O D  R O O F / W A L L

桜

Ｎ

エ ン ト ラ ン ス

容 積 対 象 床 面 積 ： ７ ９ ． ８ ５ ９ ㎡ ９ １ ． ９ ０ ４ ㎡建 築 面 積 ： １ ４ ． ４ １ ㎡エ ン ト ラ ン ス ：

敷 地 内 建 物 合 計 建 築 面 積 ： ４ ４ ７ ． ３ ９ ㎡６ ６ ４ ． ６ ３ ㎡

ラ イ ブ ラ リ ー ： ２ ９ ． １ ６ ㎡

■ 京都工芸繊維大学 新同窓会パヴィリオン・・・真理の海に船出する「智の方舟」
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